
単元の目標 

１)位置を示す言葉を知り、それの言葉が示す位置が分かる。 

２)言葉を聞いたり読んだりして、言葉が示す位置を考えたり伝えたりすることができる。  

３)位置の言葉を聞いて意欲的に考えたり、話したりすることができる。 

【知識・技能】 

【思考・判断・表現】 

【主体的に学習に取り組む態度】 

   円滑な意思疎通 
   語句を選び考え結びつけて構成する力 
   学習の基盤の一つである言語能力の育成 

単
元
観 

 この単元をとおして、４人の子どもたちは位置の言葉を用いて表現し伝え合う
学習をしてきました。 

 見比べながら考えている様子だったり、写真「山の上」or「階段の上」or「空の
下」のように画一的ではなく、それぞれの考え方で伝え合うようになりました。 

 

国語科改訂のポイント 

「言葉」は学習活動を支える重要な役割をはたすものであり，全
ての教科等における資質･能力の育成や学習の基盤となるもの
である。人との関係を作り，情緒の安定を図る上でも大事なもの
である 

知的障がい者である児童の学習上の特性や国語の獲得に関す
る発達の状態等を踏まえ，小学部では，児童の日常生活に身近
な題材や児童が興味・関心を示す題材を用い，具体的な場面に
おける言語活動をとおして日常生活に必要な国語を確実に身に
付けていくこと 

資質・能力の３つの柱で，目標と内容を系統的に示した 

 学習指導要領解説(未定稿) 資料２知的障害のある児童生徒に対する教科等 

グループ編成 児童生徒の実態 
３年生２人、４年生１人、５年生１人 計４人（男子３人、女子１人） 
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単元の概要（内容、計画等） 

「前」や「横」など位置を示す言葉を使って、児童に馴染みのある「かくれ
んぼ」を楽しみながら物の場所を伝え合う学習を行う。 

次 題材 学習活動 時間 

１ 位置の言葉を知ろう 
「（箱の）前/後/横/上/下/中」の言葉を
聞いたり話したり、書いたりする。 

２ 

２ 位置の言葉を使ってみよう 

「（いろいろな物の）前/後/横/上/下/

中」の言葉を聞いたり話したり、書いた
りして友だちに伝える。 

１ 
本時 

３ 
位置の言葉を聞いて探そう「探偵団」 

（教室） 
「○○の（前/後/横/上/下/中）」の文を読
み、物を探す。 

１ 

４ 
位置の言葉で説明しよう 

（屋内） 

「○○の（前/後/横/上/下/中）」の文を書

き、友だちに伝える。 （友だちは、それ
をヒントに探す） 

１ 

５ 
位置の言葉で表現しよう 

（屋外）  

運動場で、ベンチやプールなどの物や、
空や雲、山などの自然物を、位置を示
す言葉で表現し、言葉で表す楽しさを
味わう。 

１ 

授業における工夫点 

a）分かりやすい教材・教具 
 位置の基準となる具体物や範囲を示すボードを準
備する。 
 学習のキーワードやキーセンテンスは文字で示し、
比べたり選んだりして自らの考えを持ったり発表した
りできるようにする。 
 
b）課題の提示 
 児童の理解度に応じて段階的に課題を提示する。
その際、全員が分かる発問や前時の振り返りから課
題を提示する。 
 
c）体験的学習活動 
 言葉や文字のやりとりだけではなく、教材を操作
するなどして実際に見たり感じたり、位置を比べたり
選んだりできる学習活動を設定する。 
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d）操作性と見える化 
 カードなどの具体物を用いて、視覚的に考え
やすくしたり、自分の考えや互いの意見が見
て分かるようにしたりする。 
 
e）評価 
 教師が児童の発言や行動を整理（構造化）し
つつ共感・称賛・評価することで価値付け、児童
自らが自己の考えを明確にできるようにする。 
 
f）対話のコーディネート 
 他児にも考えが伝わるように教師が児童の
発言を繰り返したり、他児に問い直したりする。 
 
g）共通の教材 
 １つの教材を皆で使うことで、自分や他児の
考えを見たり操作したり比べたりしながら学習
できるようにする。  
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h）スモールステップ 
 学習で理解したことを基に課題を追加する。その際、
子どもの得意な認知・表現方法の順にする。 
        （聞く→話す→読む→書く） 
 児童が知っていることや経験していることを用い
て授業計画を立て、前時の授業での内容を振り返り、
次時の内容も簡単に取り扱うようにする。 
 

⓪前時の振り返り 

①本時のめあて～課題提示～ 

②考える時間～一人で・みんなで～ 

③考えの検証 

④課題の追加 

・・・・・・ 

⑤本時の振り返り 
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i）リアリティー 
 題材は児童の興味関心のある物だけではなく、日
常生活に関連する題材や教材を取り扱うようにする。 
 実際生活に学んだことが生かせるように、学習場
面を教室に限らず、屋外を含めて児童の生活場面を
活用した学習活動を設定する。 

教室にある物を再現して 生活場面を題材として 表現を広げ楽しめるように 

こ れ ま で の 考 察 

⓪前時の振り返り 

①本時のめあて～課題提示～ 

②考える時間～一人で・みんなで～ 

③考えの検証 

④課題の追加 

⑤考える時間 

⑥考える時間～一人で・みんなで～ 

⑦考えの検証 

⑧本時の振り返り 

「なるほど！できた！」を実感する 
比較と選択で考えを持ち，表現（発表）する。 
発表する順番がポイント ①できそうな子②できる子③まねできる子 
【達成感】【自己・他者評価】 

評価と賞賛から授業をはじめよう 
「こんなことができるようになったね(^_^)」 
【学びをつなげる】 

「できそう」を大切に 
「○○ができるようになったね。 
          じゃあこれは？」 
【学習意欲の向上】 

「やってみよう」「失敗しても大丈夫」 
道具やカードを使って操作しながら考えよう 
 【自らの考え】【友だちの考え】 

「できた」だけど「これはどうかな？」もっとわくわく 
「○○ができるようになったね。じゃあこれは？」【学習意欲の向上】 

評価と賞賛で出来たことを確認 
「こんなことができるようになったね(^_^)」 
【学びをつなげる】【達成感】【自己評価】 

「なるほど！できた！」を実感する 
比較と選択で考えを持ち，表現（発表）する。 
発表する順番がポイント ①できそうな子②できる子③まねできる子 
【達成感】【自己・他者評価】 

「やってみよう」「失敗しても大丈夫」 
道具やカードを使って操作しながら考えよう  
【自らの考え】【友だちの考え】 
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非言語的思考（行動） 

言語的思考（内言語） 

知識・理解・技能 

思考・判断・表現 

学びを生かす（応用） 
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アレンジして生かせた 

わくわく学べる授業のストーリー 
「わくわく・わかって・うれしさ」のある授業 

思考・探求 
～それぞれの 思い考えの 表出～ 

思考・探究の波のある授業展開 
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そうすれば 
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【技能の獲得】 

そうそう 
そうだよ 

③模倣して考える 
子ども 

①考えを言葉や行
動で示す子ども 

【技能の確認】 

②考えを理由や
根拠で示す子ども 

それはね～ 
○○だからだよ 

【思考の高次化】 

なるほど～ 
そういうことか 

【思考の整理】 

そうそう 
もっとこうすれば 

【技能の高次化】 

こうやって… 
こうやって 

【思考の表出】 

思考の表出⇔整理⇔高次化 

技能の獲得⇔確認⇔高次化 

対話的な学び ～非言語の学びあい～ 

授業のアイテム～３つの学びのために～ 

課題の提示 

リアリティー 

スモールステップ 

学びのつながり 

課題の追加 

  体的な学び 主 

   話的な学び 対    い学び 深 生きる 
生かせる 

操作性の高い教材 

共通の教材 体験的学習活動 

自己評価 
（整理・確認） 

他者評価 
（整理・確認） 

発表 
（行動・発言） 

問い直し 気づきの促し 
できたこと・考えたこと 

分かりやすい教材 

授業の始め 授業の中 授業の終わり 

授業のアイテム 

単元の概要 


